
主な輸出先国 輸出実績

対象となる
地域

台湾での生産者による
販売促進活動

台湾で販売される
日田梨

ベトナムでの生産者による
販売促進活動

ベトナムで販売される
日田梨

輸出産地の概況

輸出に向けた規制・ニーズに対応した生産・流通の取組

アピールポイント

輸出
品目

お問合せ先：0973-26-3520 担当：河津HPリンク： https://www.hitanashi.com

フラッグシップ輸出産地の概要

★1990年、農林水産祭にて天皇杯を受賞。

• スマートフレッシュ※を活用し、「豊水」「新高」の長期
貯蔵技術を確立。
※くん蒸剤を使って水蒸気を果実にかけ、エチレンガスの発生を抑制することで鮮度が保持される技術

• 輸出先国毎の残留農薬基準に対応した防除暦を作成。

• 2006年から輸出を本格化。JAが79名の生産者と連携し、
輸出先国の農薬規制に対応した栽培・出荷ルールのもと、
輸出に取り組む産地。

大分県日田市

69百万円（2024年）台湾、香港等（2024年）

青果物（なし）
大分県農業協同組合日田梨部会

https://www.hitanashi.com/
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